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大会日程
会場：静岡大学
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大会プログラム
第1日　9月7日（土）

受付開始（共A棟2階玄関）  9 : 30～

午前の部 10 : 00～12 : 00

自由報告 （1）

①介護（共A202） 司会　笹谷春美（北海道教育大学）
① -1 夫／息子介護者の語りにみる「動機の語彙」 松井由香（お茶の水女子大学・院）
① -2 「介護ライフスタイル」論の課題と展望 春日井典子（甲南大学）
① -3 遠距離介護者が参加するケア会議における老親についての知識と

「家族」の達成
中川　敦（島根県立大学）

②子育て（共A101） 司会　木脇奈智子（藤女子大学）
② -1 障がい児を持つ母親の家族についての語り 大久保麻矢

 （お茶の水女子大学・院）
② -2 幼児を育てる保護者の子育ての悩み 

―幼稚園・保育所をとおした質問紙調査の自由記述から―
表　真美（京都女子大学）

② -3 戦後日本における「母子密着」言説の変容  
―「育児の孤立化」の言説史の視点から―

梅田直美（大阪府立大学）

② -4 幼小接続期における親の教育期待と不安 小玉亮子（お茶の水女子大学）
加藤美帆（お茶の水女子大学）
清水美紀（お茶の水女子大学・院）

③再婚・ステップファミリー（共A102） 司会　稲葉昭英（首都大学東京）
③ -1 JGSSをもちいた継子数の推計の試み 佐野俊幸（首都大学東京・院）
③ -2 再婚家族における成人のディストレス  

―NFRJ03, 08データを用いて―
大日義晴（首都大学東京・院）

③ -3 再婚からみる「家族の多様化」とライフコースの変化 余田翔平（日本学術振興会）
③ -4 継親子関係の多様性と世帯内外の家族・親族関係 

―ステップファミリーの子どもたちへのインタビュー―
野沢慎司（明治学院大学）
菊地真理（大阪産業大学）

④家族制度（共A103） 司会　池岡義孝（早稲田大学）
④ -1 隠居制家族における家族構造  

―直系制家族か、それとも夫婦制家族か―
工藤　豪（埼玉学園大学）

④ -2 人口学と家族研究 ―家族制と親子同居をめぐって― 廣嶋清志（島根大学）
④ -3 戦前期日本における家族情緒の概念と思想  

―政府官版による家族像への着目から―
本多真隆（慶應義塾大学・院）

④ -4 結婚と離婚の地域性 ―試験婚の2つのタイプ― 加藤彰彦（明治大学）

昼食・委員会 12 : 00～13 : 20
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午後の部 13 : 20～16 : 30

13 : 20～16 : 30
テーマセッション （1）（共B301）

夫婦の出生力低下をめぐって オーガナイザー・司会　山田昌弘（中央大学）
（1）-1「少子化と夫婦の生活環境に関する意識調査」の概要 飯島亜希（内閣府経済社会総合研究所）
（1）-2 夫婦の伴侶性と家族規範意識が追加出産意向に及ぼす影響 松田茂樹（中京大学）
（1）-3 世代間関係と子世代の出生数との関連 施　利平（明治大学）
（1）-4 妊娠先行型結婚にみる夫婦関係と夫婦出生力の状況 永田夏来（兵庫教育大学）
（1）-5 夫の育児参加と夫婦の第2子、第3子の出生意欲  

―理想と現実的出生意欲の比較 ―
内野淳子（内閣府経済社会総合研究所）

（1）-6 セックスレスが出産行動に及ぼす影響について 山田昌弘（中央大学）

13 : 20～14 : 50
テーマセッション （2）（共A201）

家族からの自由／家族への自由
　――『家族』の内実への挑戦 オーガナイザー・司会　牟田和恵（大阪大学）
（2）-1 養子は「生物的親」の存在をどのようにマネジメントするか 

―「生物的親」の定義と「生物的親」との交流を中心に―
野辺陽子（神奈川県立保健福祉大学）

（2）-2 親子間の「理解」の相対化  
―子どもから親へのカミングアウトをめぐって―

三部倫子（お茶の水女子大学）

（2）-3 ＜非異性愛者をもつ家族＞にとっての「家族」とは  
―カミングアウトされた家族の葛藤に着目して ―

元山琴菜（大阪大学・院）

（2）-4 強制されたモノガミー主義への挑戦  
―米国ポリアモリー実践者の築く実験的「家族」―

深海菊絵（一橋大学・院）

ディスカッサント 久保田裕之（日本大学）

15 : 00～16 : 30
テーマセッション （3）（共A201）

家族からの自由／家族への自由
　――生の基盤をつくるネゴシエーション オーガナイザー　牟田和恵（大阪大学）
 　　　　　司会　野辺陽子（神奈川県立保健福祉大学）
（3）-1 里親による子どものための〈家族〉実践 安藤　藍（お茶の水女子大学・院）
（3）-2 公営コレクティブハウジングにおける高齢者夫婦と家族関係の再

編
稲見直子（大阪大学・院）

（3）-3 シェアが「家族」になるとき／「家族」を超えるとき 
―非家族家庭としてのホームシェア―

久保田裕之（日本大学）

（3）-4 看護ケアからみえる家族の代替可能性  
―患者の代理意思決定者としての家族への支援を通して ―

影山葉子（静岡県立大学）

ディスカッサント 牟田和恵（大阪大学）

総会（共B301） 16 : 45～18 : 15

懇親会（生協第1食堂） 18 : 30～20 : 00

【報告キャンセル】
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第2日　9月8日（日）

受付開始（共A棟2階玄関）  8 : 30～

午前の部1  9 : 00～10 : 30

自由報告 （2）

⑤世代間関係（共A202） 司会　米村千代（千葉大学）
⑤ -1 青年期の孫からみた祖父母との関係認知とコミュニケーションと

の関連
加藤邦子（宇都宮共和大学）

⑤ -2 家族再統合と親子の距離化 ―児童自立支援施設での実践から― 藤間公太
（慶應義塾大学・院，日本学術振興会）

⑤ -3 都市居住と家族関係 ―居住地選択における家族的要因の分析― 松川尚子（関西学院大学）

⑥生殖と医療（共A101） 司会　松岡悦子（奈良女子大学）
⑥ -1 出産の施設化完了期の出産経験 ―2013年実施調査結果から― 白井千晶（早稲田大学）
⑥ -2 生殖補助医療によってドナーの匿名性のもとに生まれた子の出自

を知る権利を巡る取り組みと課題
南　貴子（愛媛県立医療技術大学）

⑥ -3 家族計画と人工授精  
―1940年代後半から1950年代にかけての展開―

由井秀樹
（立命館大学・院，日本学術振興会）

⑦中年期・高齢期（共A102） 司会　藤崎宏子（お茶の水女子大学）
⑦ -1 超高齢社会における単身高齢者の地域居住選好意識の考察  

―〈自立・参加・共生〉理念の「Yコミュニティ」への転居分析―
菱山秀子（東京女子大学・院）

⑦ -2 高年齢者の精神的健康に関するパネル分析 水落正明（南山大学）
⑦ -3 中年期シングル女性におけるソーシャル・サポートとディストレス 大風　薫（お茶の水女子大学・院）

⑧出生行動（共A103） 司会　廣嶋清志（島根大学）
⑧ -1 親の教育費負担意識と出生意欲 

―教育費負担によって子ども数を抑制しているのは誰か―
新谷由里子
（国立社会保障・人口問題研究所）

⑧ -2 子ども数の選好に関する質的研究 岡村利恵（お茶の水女子大学・院）
⑧ -3 出産意図に関わる肉体的・精神的負担感の軽減 佐藤晴彦（平成国際大学）

午前の部2 10 : 45～12 : 45

自由報告 （3）

⑨東アジアの結婚・家族（共A101） 司会　上野加代子（徳島大学）
⑨ -1 韓国人はなぜ国際結婚をするのか 

―韓国における国際結婚の意味―
笹野美佐恵（ソウル国立大学・院）
殷　棋洙（ソウル国立大学）

⑨ -2 韓国と日本のエイジズム (Ageism) 影響要因の比較検討 金　珠賢（ソウル国立大学）
杉井潤子（京都教育大学）

⑨ -3 韓国における「教育する母」のステータス  
―高学歴中間層女性の自己実現の様相―

柳　采延（東京大学・院）

⑨ -4 東アジア諸国における同棲状態の関連要因  
―EASSミクロデータの分析結果を中心に―

小島　宏（早稲田大学）
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⑩恋愛と結婚（共A102） 司会　小澤千穂子（大妻女子大学）
⑩ -1 1970年代以降の未婚化と初婚構造の変容  

―どのような結婚が失われたのか―
岩澤美帆
（国立社会保障・人口問題研究所）

⑩ -2 学歴同類婚の日米比較  
―未婚カップルと既婚カップルの違いに注目して―

茂木　暁（東京大学）
石田　浩（東京大学）

⑩ -3 高学歴若年者の恋愛観・恋愛行動の諸相 大森美佐（お茶の水女子大学・院）
⑩ -4 結婚前差別・結婚後差別　 

―被差別部落出身者に対する結婚差別の事例から―
齋藤直子（大阪市立大学）

⑪仕事と家族（共A103） 司会　末盛　慶（日本福祉大学）
⑪ -1 海外派遣社員（駐在員）家族の企業 ―家族関係と生活適応― 高丸理香（お茶の水女子大学・院）
⑪ -2 共働きの夫の家事参加における妻の就業要因と末子年齢 中川まり（カリタス女子短期大学）
⑪ -3 米国研究者の仕事外交流ネットワークの分析  

―育児と学科内でのつながりの関係―
渡邉　恵（ネブラスカ州立大学・院）

⑪ -4 職場から見た女性の意識と行動の変化 
―『日経Woman』読者投稿欄から―

宇野みどり（お茶の水女子大学・院）

⑫父親（共A202） 司会　多賀　太（関西大学）
⑫ -1 ひとり親の父の子育てと仕事  

―家庭と職場における役割遂行と資源―
岩下　好美（お茶の水女子大学・院）

⑫ -2 父親の子育て参加を通した成長認識 佐々木卓代（お茶の水女子大学）
⑫ -3 中国山西省における自営業 1 の父親の養育行動と子どもの価値 

―「晋商」の家族を中心に―
劉　　楠（お茶の水女子大学）

⑫ -4 家族の中の「居場所」としての父親の「子育て」 巽　真理子（大阪府立大学・院）

昼食・委員会 12 : 45～13 : 45

午後の部 13 : 45～16 : 30

シンポジウム（共B301）

地域社会と家族戦略 司会　中里英樹（甲南大学）
 　　　大槻奈巳（聖心女子大学）
地方の若者就労支援の現場からみる、若者と家族の課題 津富　宏（静岡県立大学）
子どもを持つ避難被災者の行動と心の葛藤 
―支援の現場から―

西森由美子 
（NPO法人ウィズネイチャー）

災害における家族と支援、その制度設計の課題 山地久美子（大阪府立大学）
コメンテーター 神原文子（神戸学院大学）

閉会 16 : 30



 
 
1  
 

2010
23

8
4 4 0

Fax: 03-3368-2827 162-0801 358-5

 
 

00110-7-512376
23

 
 

  

3,500 4,500  
4,000 5,000  

2,500 3,000  
2,500 3,000  

 
1,000  

 
 

 
3,675  

4,200  

2,625  
2,625  

 
1,050  

 

 
 
2  
  

 

7

連絡事項



 
 

 
 Web

Web
 

 
 

 
 

 2013 5 31
 

 
4,500 3,000

5,000 3,000  
 1 9 7 9 30 2 9 8 8 30

 
 

3  
 

9 4

: jsfs-taikai@bunken.co.jp 
  

1 9 7 6 30

 
 

 
 

 
 
4  
 

8



 
 

 

 
 

 
  

a. Windows 7, Microsoft Power Point 2007
 

b. Microsoft-Power Point 2007 pptx ppt PDF
USB  

c. 15
  

d. 

 
e. D-Sub 15

 
f.  

 
5  
 ( )

MK
1 2,000 1000

 
9 7 9 30 18 30  
9 8 8 45 17 00  

10  
 

 
( )

 

 
 

 
6  
 

 jsfs-taikai@bunken.co.jp
 

 http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/index.html  

9



 
 

 
 

 
422-8529 836 

jsfs-taikai@bunken.co.jp 
A 204  

 

30  
JR 8

 
 

1700 (15 )  
 

60  
60 JR  

 

 
< >              < > 

A  
 

 

10

会場案内

＜正門＞ ＜保育室＞



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings true
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 600
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Average
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /ARA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /BGR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CHT (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /CZE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DAN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /DEU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ETI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /FRA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /GRE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HEB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HRV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /HUN (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ITA (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFFff08682aff0956fd969b6587732e53705237793e306e30a430f330bf30fc30cd30c330c8516c958b306b90693057305f002000410064006f0062006500200050004400460020658766f830924f5c62103057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200037002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e30593002>
    /KOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LTH (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /LVI (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NLD (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /NOR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /POL (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /PTB (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUM (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /RUS (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SKY (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SLV (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SUO (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /SVE (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /TUR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /UKR (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for prepress printing of International Academic Publishing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




